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◆今年度より学校運営協議会に参加させていただきます◆

挨 拶 勝原 真吾 挨 拶 小川 義政

今年度より、学校運営協議会にMM∞-INFINITY（ド
ッジボールクラブ）として参加させていただくこと
になりました。MM∞-INFINITYは武蔵村山市立第八小

学校を中心に活動し、第八小学校の児童が多数在籍
しています。令和５年度に学校活動によるチームか

ら地域クラブへ移行し、子どもたちの健全な成長を
支えながら活動を続けています。学校や地域とのつ

ながりを大切にし、子どもたちにとってより良い環
境づくりと地域への貢献に努めてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

このたび、八小学校運営協議会委員に任命されまし

た小川義政です。

地域と学校が手を取り合い、子どもたちが毎日笑顔

で安心して過ごせる場所を一緒に作っていけたらと思

っています。保護者の皆様や地域の声にしっかり耳を

傾け、成長を温かく見守るお手伝いをしたいと考えて

おります。

手探りでのスタートですが、心を込めて努めますの

で、どうぞ宜しくお願い致します。

八小 コミュニティ・スクールだより八小 コミュニティ・スクールだより
武蔵村山市立第八小学校 令和８年９月１日 https://www.city.musashimurayama.lg.jp/school/mmced8s/index.html
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「学校と地域の、安心と安全に」
学校運営協議会 会長 井上 一弘

２５年ぐらい前に、各地で小学校に不審者が侵入する事件が続いたことから、八小でも防犯カメラが設置さ
れ、それまで開かれていた校門を常時閉めるようになり、職員室には刺股が置かれるようになりました。
その後、各地で小学生が登下校時に、被害に遭う事件が続いたことから、地域の防災無線で小学生の下校時

見守りをお願いする放送が流れるようになり、地域の見守りボランティアが始まりました。
児童にとって、知らない人への対応は難しいものがあります。
最近は、自治会やPTAなど、協力者の減少や役員の負担軽減などの関係で、行事等が少なくなり、顔見知りに

なる機会も少なくなってきたようです。

顔見知りになる機会を増やし、知らない人を少なくしていくことが、子供達及び地域の安全につながって
いくような気がします。
子供を中心にして、保護者・先生・地域の方々が関わり合いを増やせるように、コミュニティスクールで活

動できたらと思います。
そして、地域の防災無線で小学生の下校時見守りをお願いする放送が、必要なくなるような地域になること

を願いします。
皆様のご意見ご提案をいただけるとありがたいです、よろしくお願いします。

挨 拶
第八小学校 副校長 柴崎 大輔（事務局）

今年度、武蔵村山市立第八小学校に着任いたしました副校長 柴崎大輔です。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

日頃より、本校の教育活動及びコミュニティ・スクールへの多大なる御支援をいただき、心より感謝申し上

げます。本校は「ふれッチャ」や「見守り隊」など、地域の皆様の温かい目に見守られ、人と人との大切な関

わりの中で豊かな教育環境が築かれています。多様化する社会の中でも、地域・家庭・学校が手を取り合い、

子どもたちが安全に、そして健やかに成長できるよう、今後とも皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。



～ふれッチャクラブに参加している武蔵村山高校の生徒達の声～

都立武蔵村山高等学校 教諭 山崎 聖人

★八小のみなさんは、活気に溢れている印象でした。廊下などですれ違った時に「こんにちは」とあいさつ

してくれる児童が多くて、感心しました。おかげで私の緊張もほぐれていきました。（３年 Ｎ.Ｓ）

★ふれッチャクラブのみなさんの活動を通して、自分の思ったことを相手に伝える素直さや勝敗にこだわる

だけでなく、百人一首そのものを楽しむ姿勢を学びました。（３年 Ｔ.Ｓ）

★私は小学生に対して、どのように説明するかわかりませんでした。例えば、琴の「さくらさくら」の教え

方や小学生からの質問をどうすればわかりやすいように応答できるかなどです。先生方はいつもわかりや

すいように対応しているので、改めてすごいと実感しました。（３年 Ｔ.Ｙ）

★フォークダンスはみんなでやるととても楽しく、自然と笑顔が溢れていました。

みんなで楽しく取り組むと、自然とコミュニケーションをとることができて、

改めて良い経験になりました。（３年 Ｓ.Ｓ）

★囲碁では、クラブの子たちが真剣に問題にチャレンジしているのを見て、

すごい集中力だなと思いました。（３年 Ｆ.Ｈ）

★初めて小学校へ行ったとき、緊張しながら小学生と対面しましたが、み

んなが明るく元気に名前を呼んでくれたり、「これ教えて」と話しかけて

くれたりしてとても嬉しかったです。また、笑顔で挨拶してくれるところ

に温かみを感じました。（３年 Ｔ.Ｒ）

地域の目で子供たちを育む「八小見守り隊」

三ツ藤ボランティア会 八小児童交通安全見守り隊

代表 鈴木 節雄

昨年６月、学校運営協議会様に橋渡しをしていただき第八小学校と私達「八小児童交通見守り隊」との懇

談会を持つことができました。その時に感じたことを記させて頂きます。

八小側からは井口校長・東副校長(当時)ほか全６人の先生方がご出席くださいました。テ－ブルを囲んで

直接私達の活動状況や課題をお聞き下さり丁寧にお答え下さいました。児童の見守りをしている私達ではあ

りますが、実は学校関係者・運営協議会の方々から暖かく見守って頂いているのだなと知り、八小との繋が

りを改めて感じることになりました。

特に私達にとっての大きな課題は、欠員が生じているにも関わらず新たに活動に参加して下さる人が見つ

からないことでした。これについても懇談会後すぐさま学校側と運営協議会様とのご協力のうえ見守り隊募

集のチラシを作成して下さいました。その上で三ツ藤子供会様のご協力を頂き６００枚以上ものチラシを周

辺各戸へ投函して下さいました。このことにより１名の協力応募者につながり隊員の負担も解消されて見守

り活動にも余裕が生まれました。また残堀交差点にはシルバ－人材センタ－から見守り隊員が派遣されてい

ますが、予算の都合上八小正門の信号機横断歩道はボランティアに頼らざるを得ないことも学校側から教え

て頂きました。この横断歩道に見守り隊員が立っておらず無人になることは児童の登校にとって非常に危険

なことです。これからもなんとかして見守り隊を存続させねばと感じました。

この懇談会での率直な意見交換を通して地域ぐるみで児童の安全を見守る大切さを感じた次第です。

詳細は学校まで
お問い合わせください。


